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 (nm)

ＬＰ□□０３シリーズは屋外での光度、放射照度量の測定を目的として設ＬＰ□□０３シリーズは屋外での光度、放射照度量の測定を目的として設

計されたプローブで、近紫外線スペクトル域ＶＩＳ-ＮＩＲにおける照度（ｌｕｘ）計されたプローブで、近紫外線スペクトル域ＶＩＳ-ＮＩＲにおける照度（ｌｕｘ）

およびＵＶＡ、ＵＶＢ、ＰＡＲ域（４００～７００ｎｍ）の光量子束を測定します。およびＵＶＡ、ＵＶＢ、ＰＡＲ域（４００～７００ｎｍ）の光量子束を測定します。

μＶ（ｍＶ）出力のプローブは電源を必要としません。μＶ（ｍＶ）出力のプローブは電源を必要としません。

出力信号はフォトダイオード端末のシャント抵抗を介して得られます。入射出力信号はフォトダイオード端末のシャント抵抗を介して得られます。入射

光パワーに応じて発生した光電流が電圧計で読取れる電位差に変換さ光パワーに応じて発生した光電流が電圧計で読取れる電位差に変換さ

れます。ＰＤ（電位差）が分かると、校正係数（出力係数）によって測定値がれます。ＰＤ（電位差）が分かると、校正係数（出力係数）によって測定値が

計算されます。すべてのプローブは個別に校正され、その校正係数（感度）計算されます。すべてのプローブは個別に校正され、その校正係数（感度）

は各プローブ上にも表示されています。は各プローブ上にも表示されています。

電流出力ＤＣ４～２０ｍＡ、電圧出力ＤＣ０～１０ＶおよびＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕ電流出力ＤＣ４～２０ｍＡ、電圧出力ＤＣ０～１０ＶおよびＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕ

ｓ-ＲＴＵ出力は電源供給を必要とします。ＵＶＢ測定用プローブＬＰＵＶＢｓ-ＲＴＵ出力は電源供給を必要とします。ＵＶＢ測定用プローブＬＰＵＶＢ

０３は電圧出力ＤＣ０～５Ｖでのみ供給可能で、電源供給を必要とします。０３は電圧出力ＤＣ０～５Ｖでのみ供給可能で、電源供給を必要とします。

ＬＰ□□０３シリーズのすべてのプローブは余弦則補正用ディフューザと保ＬＰ□□０３シリーズのすべてのプローブは余弦則補正用ディフューザと保

護用ガラスドームを備えています。プローブ本体のコネクタはＭ１２オス４極護用ガラスドームを備えています。プローブ本体のコネクタはＭ１２オス４極

（ＬＰＵＶＢ０３はＭ１２オス８極）コネクタです。メスコネクタ付ケーブル（２ｍ、（ＬＰＵＶＢ０３はＭ１２オス８極）コネクタです。メスコネクタ付ケーブル（２ｍ、

５ｍまたは１０ｍ）も供給可能です（オプション）。５ｍまたは１０ｍ）も供給可能です（オプション）。

ＬＰＰＨＯＴ０３は、面に入射する光束（ルーメン）と単位面積（ｍＬＰＰＨＯＴ０３は、面に入射する光束（ルーメン）と単位面積（ｍ２）の比として定義さ）の比として定義さ

れる照度（ｌｕｘ）を測定します。光度測定プローブのスペクトル応答カーブは、明所視れる照度（ｌｕｘ）を測定します。光度測定プローブのスペクトル応答カーブは、明所視

標準比視感度として知られている人間の目の応答カーブに近似しています。スペクト標準比視感度として知られている人間の目の応答カーブに近似しています。スペクト

ル応答におけるＬＰＰＨＯＴ０３と明所視標準比視感度の差は誤差ｆ’ル応答におけるＬＰＰＨＯＴ０３と明所視標準比視感度の差は誤差ｆ’１で計算されまで計算されま

す。プローブの校正は一次度量衡標準機関の校正を受けた照度計との比較によっす。プローブの校正は一次度量衡標準機関の校正を受けた照度計との比較によっ

て行われます。校正要領はＣＩＥ文書Ｎｏ.６９（て行われます。校正要領はＣＩＥ文書Ｎｏ.６９（”Methods of characterizing ”Methods of characterizing 
illuminance meters and luminance meters: Performance, characteristics illuminance meters and luminance meters: Performance, characteristics 
and specifi cations, 1987”and specifi cations, 1987”）に適合しています。プローブは屋外測定用として設計）に適合しています。プローブは屋外測定用として設計

されており、ＣＩＥ明所視フィルタ、余弦則補正ディフューザ、Ｋ５ガラスドームを備えてされており、ＣＩＥ明所視フィルタ、余弦則補正ディフューザ、Ｋ５ガラスドームを備えて

います。出力はｍＶ出力（感度に個体差あり）、電流出力ＤＣ４～２０ｍＡ、電圧出力Ｄいます。出力はｍＶ出力（感度に個体差あり）、電流出力ＤＣ４～２０ｍＡ、電圧出力Ｄ

Ｃ０～１０Ｖ、ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵの何れかが選択できます。Ｃ０～１０Ｖ、ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵの何れかが選択できます。

代表感度代表感度 ０.５～１.５ｍＶ/（ｋｌｕｘ）０.５～１.５ｍＶ/（ｋｌｕｘ）

スペクトル範囲スペクトル範囲 V（λ）（下図参照）V（λ）（下図参照）

校正不確かさ校正不確かさ ＜４％＜４％

ｆ’ｆ’１（標準カーブV（λ）適合性誤差）（標準カーブV（λ）適合性誤差） ＜６％＜６％

ｆ２（余弦則応答）（余弦則応答） ＜３％＜３％

ｆ３（直線性）（直線性） ＜１％＜１％

動作温度動作温度 -２０～＋６０℃-２０～＋６０℃

インピーダンスインピーダンス ０.５～１.０ｋΩ（ｍＶ出力機種）０.５～１.０ｋΩ（ｍＶ出力機種）

出力スケーリング出力スケーリング

ＤＣ４～２０ｍＡ出力ＤＣ４～２０ｍＡ出力 ４ｍＡ = ０ｋｌｕｘ、   ２０ｍＡ = １５０ｋｌｕｘ４ｍＡ = ０ｋｌｕｘ、   ２０ｍＡ = １５０ｋｌｕｘ

ＤＣ０～１０Ｖ出力ＤＣ０～１０Ｖ出力 ０Ｖ = ０ｋｌｕｘ、   １０Ｖ = １５０ｋｌｕｘ０Ｖ = ０ｋｌｕｘ、   １０Ｖ = １５０ｋｌｕｘ

ＲＳ４８５出力ＲＳ４８５出力 ０～２００ｋｌｕｘ０～２００ｋｌｕｘ

供給電源供給電源

ＤＣ４～２０ｍＡ出力ＤＣ４～２０ｍＡ出力 ＤＣ１０～３０ＶＤＣ１０～３０Ｖ

ＤＣ０～１０Ｖ出力ＤＣ０～１０Ｖ出力 ＤＣ１５～３０ＶＤＣ１５～３０Ｖ

ＲＳ４８５出力ＲＳ４８５出力 ＤＣ５～３０ＶＤＣ５～３０Ｖ

ＬＰＰＨＯＴ０３　代表スペクトル応答カーブ

ＬＰＰＨＯＴ０３ＬＰＰＨＯＴ０３ 照度測定用プローブ、ディフューザ、Ｋ５ガラスドーム、照度測定用プローブ、ディフューザ、Ｋ５ガラスドーム、
４極Ｍ１２オスコネクタ、校正成績書付。４極Ｍ１２オスコネクタ、校正成績書付。
メスコネクタ付ケーブルは別途。メスコネクタ付ケーブルは別途。

■保護用Ｋ５ガラスドームを備え、屋外測定用として設計保護用Ｋ５ガラスドームを備え、屋外測定用として設計
■ＤＣ４～２０ｍＡ、０～１０Ｖ標準アナログ信号出力機種も準備ＤＣ４～２０ｍＡ、０～１０Ｖ標準アナログ信号出力機種も準備
■オプションで水準器付ベース、接続ケーブルを準備オプションで水準器付ベース、接続ケーブルを準備
■接続は標準Ｍ１２コネクタ方式接続は標準Ｍ１２コネクタ方式

ＣＰＭ１２ ＡＡ４.ＣＰＭ１２ ＡＡ４. □　ケーブルＬＰＰＨＯＴ０３・０３ＢＬ・０３ＢＬＡＣ・０３ＢＬＡＶ用　ケーブルＬＰＰＨＯＴ０３・０３ＢＬ・０３ＢＬＡＣ・０３ＢＬＡＶ用

□　ケーブルＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬＳ用　ケーブルＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬＳ用ＣＰＭ１２-８Ｄ.ＣＰＭ１２-８Ｄ.

０３０３ = ｍＶ/ｋｌｕｘ= ｍＶ/ｋｌｕｘ

０３ＢＬ０３ＢＬ = ｍＶ/ｋｌｕｘ、ベースおよび水準器付= ｍＶ/ｋｌｕｘ、ベースおよび水準器付

０３ＢＬＡＣ０３ＢＬＡＣ = ＤＣ４～２０ｍＡ出力、ベースおよび水準器付= ＤＣ４～２０ｍＡ出力、ベースおよび水準器付

０３ＢＬＡＶ０３ＢＬＡＶ = ＤＣ０～１０Ｖ出力、ベースおよび水準器付= ＤＣ０～１０Ｖ出力、ベースおよび水準器付

０３ＢＬＳ０３ＢＬＳ =  ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、=  ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、
ベースおよび水準器付ベースおよび水準器付

２ = ２ｍ= ２ｍ

５ = ５ｍ= ５ｍ

１０１０ = １０ｍ= １０ｍ

ＬＰＰＨＯＴ□ＬＰＰＨＯＴ□

■ご注文コードご注文コード

■ＬＰＰＨＯＴ０３ＬＰＰＨＯＴ０３

■ＬＰＰＨＯＴ０３のテクニカルデータＬＰＰＨＯＴ０３のテクニカルデータ

照度照度  LPPHOT03 LPPHOT03
光合成有効放射光合成有効放射  LPPAR03 LPPAR03

ＵＶＡＵＶＡ  LPUVA03 LPUVA03
ＵＶＢＵＶＢ  LPUVB03 LPUVB03

光度・放射照度プローブ光度・放射照度プローブ



169SAKAKI CORPORATION

λ (nm)

PAR

λ (nm)

ＬＰＰＡＲ０３　代表スペクトル応答カーブ

ＣＰＭ１２ ＡＡ４.ＣＰＭ１２ ＡＡ４.

ＣＰＭ１２ ＡＡ４.ＣＰＭ１２ ＡＡ４.

□　ケーブルＬＰＰＡＲ０３・０３ＢＬ・０３ＢＬＡＣ・０３ＢＬＡＶ用　ケーブルＬＰＰＡＲ０３・０３ＢＬ・０３ＢＬＡＣ・０３ＢＬＡＶ用

□　ケーブルＬＰＵＶＡ０３・０３ＢＬ・０３ＢＬＡＣ・０３ＢＬＡＶ用　ケーブルＬＰＵＶＡ０３・０３ＢＬ・０３ＢＬＡＣ・０３ＢＬＡＶ用

□　ケーブルＬＰＰＡＲ０３ＢＬＳ用　ケーブルＬＰＰＡＲ０３ＢＬＳ用

□　ケーブルＬＰＵＶＡ０３ＢＬＳ用　ケーブルＬＰＵＶＡ０３ＢＬＳ用

ＣＰＭ１２-８Ｄ.ＣＰＭ１２-８Ｄ.

ＣＰＭ１２-８Ｄ.ＣＰＭ１２-８Ｄ.

２ = ２ｍ= ２ｍ

５ = ５ｍ= ５ｍ

１０１０ = １０ｍ= １０ｍ

２ = ２ｍ= ２ｍ

５ = ５ｍ= ５ｍ

１０１０ = １０ｍ= １０ｍ

ＬＰＰＡＲ０３は、４００～７００ｎｍのスペクトル範囲において、１秒間に面に入射する光ＬＰＰＡＲ０３は、４００～７００ｎｍのスペクトル範囲において、１秒間に面に入射する光

量子数と、単位面積（ｍ量子数と、単位面積（ｍ２）の比を測定します。この量はＰＡＲ：光合成有効放射として）の比を測定します。この量はＰＡＲ：光合成有効放射として

定義されます。プローブの校正はハロゲンランプを使用して、特定のスペクトル範囲定義されます。プローブの校正はハロゲンランプを使用して、特定のスペクトル範囲

の、既知のスペクトル放射によって行います。プローブのスペクトル応答はわずかにの、既知のスペクトル放射によって行います。プローブのスペクトル応答はわずかに

温度の影響を受けます。温度の影響を受けます。

プローブは屋外測定用として設計されており、余弦則補正ディフューザ、Ｋ５ガラスプローブは屋外測定用として設計されており、余弦則補正ディフューザ、Ｋ５ガラス

ドームを備えています。ドームを備えています。

出力はμＶ/（μｍｏｌ（ｍ出力はμＶ/（μｍｏｌ（ｍ-２-２ｓ-１-１））出力（感度に個体差あり）、標準電流出力ＤＣ４～２０ｍ））出力（感度に個体差あり）、標準電流出力ＤＣ４～２０ｍ

Ａ、標準電圧出力ＤＣ０～１０Ｖ、ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵの何れかが選択できます。Ａ、標準電圧出力ＤＣ０～１０Ｖ、ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵの何れかが選択できます。

■ＬＰＰＡＲ０３ＬＰＰＡＲ０３

代表感度代表感度 １.０～２.５μＶ/（μｍｏｌ（ｍ１.０～２.５μＶ/（μｍｏｌ（ｍ-２-２ｓ-１-１））））

代表スペクトル範囲代表スペクトル範囲 ４００～７００ｎｍ４００～７００ｎｍ

校正不確かさ校正不確かさ ＜５％＜５％

ｆ２（余弦則応答）（余弦則応答） ＜３％＜３％

ｆ３（直線性）（直線性） ＜１％＜１％

動作温度動作温度 -２０～＋６０℃-２０～＋６０℃

インピーダンスインピーダンス ０.５～１.０ｋΩ（μＶ/（μｍｏｌ（ｍ０.５～１.０ｋΩ（μＶ/（μｍｏｌ（ｍ-２-２ｓ-１-１））出力機種）））出力機種）

出力出力
スケーリングスケーリング

ＤＣ４～２０ｍＡ出力ＤＣ４～２０ｍＡ出力 ４ｍＡ = ０μｍｏｌ（ｍ４ｍＡ = ０μｍｏｌ（ｍ-２-２ｓ-１-１）、２０ｍＡ = ５０００μｍｏｌ（ｍ）、２０ｍＡ = ５０００μｍｏｌ（ｍ-２-２ｓ-１-１）

ＤＣ０～１０Ｖ出力ＤＣ０～１０Ｖ出力 ０Ｖ = ０μｍｏｌ（ｍ０Ｖ = ０μｍｏｌ（ｍ-２-２ｓ-１-１）、１０Ｖ = ５０００μｍｏｌ（ｍ）、１０Ｖ = ５０００μｍｏｌ（ｍ-２-２ｓ-１-１）

ＲＳ４８５出力ＲＳ４８５出力 ０～５０００μｍｏｌ（ｍ０～５０００μｍｏｌ（ｍ-２-２ｓ-１-１）

供給電源供給電源

ＤＣ４～２０ｍＡ出力ＤＣ４～２０ｍＡ出力 ＤＣ１０～３０ＶＤＣ１０～３０Ｖ

ＤＣ０～１０Ｖ出力ＤＣ０～１０Ｖ出力 ＤＣ１５～３０ＶＤＣ１５～３０Ｖ

ＲＳ４８５出力ＲＳ４８５出力 ＤＣ５～３０ＶＤＣ５～３０Ｖ

０３０３ = μＶ/（μｍｏｌ（= μＶ/（μｍｏｌ（ｍ-２-２ｓ-1-1））））

０３ＢＬ０３ＢＬ = μＶ/（μｍｏｌ（= μＶ/（μｍｏｌ（ｍ-２-２ｓ-1-1））、ベースおよび水準器付））、ベースおよび水準器付

０３ＢＬＡＣ０３ＢＬＡＣ = ＤＣ４～２０ｍＡ出力、ベースおよび水準器付= ＤＣ４～２０ｍＡ出力、ベースおよび水準器付

０３ＢＬＡＶ０３ＢＬＡＶ = ＤＣ０～１０Ｖ出力、ベースおよび水準器付= ＤＣ０～１０Ｖ出力、ベースおよび水準器付

０３ＢＬＳ０３ＢＬＳ =  ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、=  ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、
ベースおよび水準器付ベースおよび水準器付

ＬＰＰＡＲ□ＬＰＰＡＲ□

ＬＰＰＡＲ０３ＬＰＰＡＲ０３ ＰＡＲ（光合成有効放射）帯光量子束測定用プローブ、ＰＡＲ（光合成有効放射）帯光量子束測定用プローブ、
ディフューザ、Ｋ５ガラスドーム、４極Ｍ１２オスコネクタ付。ディフューザ、Ｋ５ガラスドーム、４極Ｍ１２オスコネクタ付。
メスコタネク付ケーブルは別途。メスコタネク付ケーブルは別途。

■ＬＰＰＡＲ０３のテクニカルデータＬＰＰＡＲ０３のテクニカルデータ

■ご注文コードご注文コード

ＬＰＵＶＡ０３は、ＵＶＡスペクトル範囲（３１５～４００ｎｍ）において、面に入射する放射ＬＰＵＶＡ０３は、ＵＶＡスペクトル範囲（３１５～４００ｎｍ）において、面に入射する放射

フラックス（Ｗ）と単位面積（ｍフラックス（Ｗ）と単位面積（ｍ２）の比として定義される放射照度（Ｗ/ｍ）の比として定義される放射照度（Ｗ/ｍ２）を測定しま）を測定しま

す。新しいフォトダイオードの採用により、ＬＰＵＶＡ０３は可視および赤外光に対してす。新しいフォトダイオードの採用により、ＬＰＵＶＡ０３は可視および赤外光に対して

不感です。不感です。

プローブの校正は、スペクトル干渉フィルタを通した、Ｘｅ-Ｈｇ（キセノン-水銀）ランププローブの校正は、スペクトル干渉フィルタを通した、Ｘｅ-Ｈｇ（キセノン-水銀）ランプ

の３６５ｎｍラインを使用して行います。測定は、デルタオーム校正センターに充てらの３６５ｎｍラインを使用して行います。測定は、デルタオーム校正センターに充てら

れた一次標準との比較によって行われます。プローブは屋外測定用として設計されれた一次標準との比較によって行われます。プローブは屋外測定用として設計され

ており、余弦則補正ディフューザ、Ｋ５ガラスドームを備えています。ており、余弦則補正ディフューザ、Ｋ５ガラスドームを備えています。

出力はμＶ/（Ｗ/ｍ出力はμＶ/（Ｗ/ｍ２）出力（感度に個体差あり）、電流出力ＤＣ４～２０ｍＡ、または、）出力（感度に個体差あり）、電流出力ＤＣ４～２０ｍＡ、または、

電圧出力ＤＣ０～１０Ｖ、ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵの何れかが選択できます。電圧出力ＤＣ０～１０Ｖ、ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵの何れかが選択できます。

代表感度代表感度 ７０～２００μＶ/（Ｗ/ｍ７０～２００μＶ/（Ｗ/ｍ２）

スペクトル範囲スペクトル範囲

３２７～３８４ｎｍ（１/２）３２７～３８４ｎｍ（１/２）
３１２～３９３ｎｍ（１/１０）３１２～３９３ｎｍ（１/１０）
３０５～４００ｎｍ（１/１００）３０５～４００ｎｍ（１/１００）
ピーク３６５ｎｍピーク３６５ｎｍ

校正不確かさ校正不確かさ ＜６％＜６％

ｆ２（余弦則応答）（余弦則応答） ＜６％＜６％

ｆ３（直線性）（直線性） ＜１％＜１％

動作温度動作温度 -２０～＋６０℃-２０～＋６０℃

インピーダンスインピーダンス ０.５～１.０ｋΩ（μＶ出力機種）０.５～１.０ｋΩ（μＶ出力機種）

出力スケーリング出力スケーリング

ＤＣ４～２０ｍＡ出力ＤＣ４～２０ｍＡ出力 ４ｍＡ = ０Ｗ/ｍ４ｍＡ = ０Ｗ/ｍ２、２０ｍＡ = ２００Ｗ/ｍ、２０ｍＡ = ２００Ｗ/ｍ２

ＤＣ０～１０Ｖ出力ＤＣ０～１０Ｖ出力 ０Ｖ = ０Ｗ/ｍ０Ｖ = ０Ｗ/ｍ２、１０Ｖ = ２００Ｗ/ｍ、１０Ｖ = ２００Ｗ/ｍ２

ＲＳ４８５出力ＲＳ４８５出力 ０～２００Ｗ/ｍ０～２００Ｗ/ｍ２

供給電源供給電源

ＤＣ４～２０ｍＡ出力ＤＣ４～２０ｍＡ出力 ＤＣ１０～３０ＶＤＣ１０～３０Ｖ

ＤＣ０～１０Ｖ出力ＤＣ０～１０Ｖ出力 ＤＣ１５～３０ＶＤＣ１５～３０Ｖ

ＲＳ４８５出力ＲＳ４８５出力 ＤＣ５～３０ＶＤＣ５～３０Ｖ

■ＬＰＵＶＡ０３のテクニカルデータＬＰＵＶＡ０３のテクニカルデータ

■ＬＰＵＶＡ０３ＬＰＵＶＡ０３

０３０３ = μＶ/（Ｗ/= μＶ/（Ｗ/ｍ２）

０３ＢＬ０３ＢＬ = μＶ/（Ｗ/= μＶ/（Ｗ/ｍ２）、ベースおよび水準器付）、ベースおよび水準器付

０３ＢＬＡＣ０３ＢＬＡＣ = ＤＣ４～２０ｍＡ出力、ベースおよび水準器付= ＤＣ４～２０ｍＡ出力、ベースおよび水準器付

０３ＢＬＡＶ０３ＢＬＡＶ = ＤＣ０～１０Ｖ出力、ベースおよび水準器付= ＤＣ０～１０Ｖ出力、ベースおよび水準器付

０３ＢＬＳ０３ＢＬＳ =  ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、=  ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、
ベースおよび水準器付ベースおよび水準器付

ＬＰＵＶＡ□ＬＰＵＶＡ□

ＬＰＵＶＡ０３ＬＰＵＶＡ０３ ＵＶＡ域放射照度測定用プローブ、ディフューザ、ＵＶＡ域放射照度測定用プローブ、ディフューザ、
Ｋ５ガラスドーム、４極Ｍ１２オスコネクタ付。Ｋ５ガラスドーム、４極Ｍ１２オスコネクタ付。
メスコネクタ付ケーブルは別途。メスコネクタ付ケーブルは別途。

■ご注文コードご注文コード

ＬＰＵＶＡ０３　代表スペクトル応答カーブ
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λ (nm)

８極Ｍ１２オスプラグ

８極Ｍ１２オスプラグ

８極Ｍ１２ソケット（ケーブル側）

８極Ｍ１２ソケット（ケーブル側）

４極Ｍ１２オスプラグ ４極Ｍ１２ソケット（ケーブル側）

ＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶ　代表スペクトル応答カーブ

● ４芯ケーブルＣＰＭ１２ＡＡ４・・・

ＬＰＰＨＯＴ０３ ＬＰＰＡＲ０３ ＬＰＵＶＡ０３ＬＰＰＨＯＴ０３ ＬＰＰＡＲ０３ ＬＰＵＶＡ０３
ＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬ ＬＰＰＡＲ０３ＢＬ ＬＰＵＶＡ０３ＢＬＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬ ＬＰＰＡＲ０３ＢＬ ＬＰＵＶＡ０３ＢＬ

ケーブル・ピン 機能 色

１ Ｖ（＋） 赤

２ Ｖ（－） 青

３ 非接続 白

４ シールド 黒

ＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬＡＶ ＬＰＰＡＲ０３ＢＬＡＶ ＬＰＵＶＡ０３ＢＬＡＶＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬＡＶ ＬＰＰＡＲ０３ＢＬＡＶ ＬＰＵＶＡ０３ＢＬＡＶ

ケーブル・ピン 機能 色

１ Ｖ出力（＋） 赤

２　* Ｖ出力（－）およびＶ電源（－） 青

３ Ｖ電源（＋） 白

４ シールド 黒

* Ｖ電源（－）およびＶ出力（－）は別ケーブルを使用して接続して下さい。* Ｖ電源（－）およびＶ出力（－）は別ケーブルを使用して接続して下さい。

ＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬＡＣ ＬＰＰＡＲ０３ＢＬＡＣ ＬＰＵＶＡ０３ＢＬＡＣＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬＡＣ ＬＰＰＡＲ０３ＢＬＡＣ ＬＰＵＶＡ０３ＢＬＡＣ

ケーブル・ピン 機能 色

１ Ｖｃｃ（＋） 赤

２ ＧＮＤ（－）　※ 青

３ 非接続 白

４ シールド 黒

※ ２線式伝送方式※ ２線式伝送方式

■接続ダイアグラム接続ダイアグラム

ＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶは、ＵＶＢスペクトル範囲（２８０～３１５ｎｍ）において、面に入射するＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶは、ＵＶＢスペクトル範囲（２８０～３１５ｎｍ）において、面に入射する

放射フラックス（Ｗ）と単位面積（ｍ放射フラックス（Ｗ）と単位面積（ｍ２）の比として定義される放射照度（Ｗ/ｍ）の比として定義される放射照度（Ｗ/ｍ２）を測定し）を測定し

ます。スペクトル感度は、５ｎｍのバンド幅（ＦＷＨＭ）で３０４ｎｍに中心化されています。ます。スペクトル感度は、５ｎｍのバンド幅（ＦＷＨＭ）で３０４ｎｍに中心化されています。

全体放射は直達太陽放射と平面に入射する散乱放射の合計です。直達要素が拡全体放射は直達太陽放射と平面に入射する散乱放射の合計です。直達要素が拡

散要素に優先する可視光帯域と対照的に、ＵＶＢのスペクトル域では、光は大気に散要素に優先する可視光帯域と対照的に、ＵＶＢのスペクトル域では、光は大気に

よって強く拡散され、ふたつの要素が同等になります。従って、これら両方の要素をよって強く拡散され、ふたつの要素が同等になります。従って、これら両方の要素を

正確に測定できることが測定器にとって第一義的な重要性となります。正確に測定できることが測定器にとって第一義的な重要性となります。

プローブは屋外測定用として設計されており、余弦則補正ディフューザ、クォーツドープローブは屋外測定用として設計されており、余弦則補正ディフューザ、クォーツドー

ムを備えています。ムを備えています。

代表感度代表感度 ～６Ｖ/（Ｗ/ｍ～６Ｖ/（Ｗ/ｍ２）

スペクトル範囲スペクトル範囲

３０１～３０６ｎｍ（１/２）３０１～３０６ｎｍ（１/２）
２９５.０～３０８.５ｎｍ（１/１０）２９５.０～３０８.５ｎｍ（１/１０）
２９０.０～３１１.５ｎｍ（１/１００）２９０.０～３１１.５ｎｍ（１/１００）
ピーク３０４ｎｍピーク３０４ｎｍ

校正不確かさ校正不確かさ ＜６％＜６％

ｆ２（余弦則応答）（余弦則応答） ＜６％＜６％

ｆ３（直線性）（直線性） ＜１％＜１％

動作温度動作温度 -２０～＋６０℃-２０～＋６０℃

出力出力 ＤＣ０～５Ｖ　０Ｖ=０Ｗ/ｍＤＣ０～５Ｖ　０Ｖ=０Ｗ/ｍ２、５Ｖ=１Ｗ/ｍ、５Ｖ=１Ｗ/ｍ２

供給電源供給電源 ＤＣ７～３０ＶＤＣ７～３０Ｖ

アドレス データ フォーマット

２

ＬＰＰＨＯＴ０３：ＬＰＰＨＯＴ０３： LOWレンジ（２０,０００ｌｕｘ）※：LOWレンジ（２０,０００ｌｕｘ）※：
ｌｕｘでの照度ｌｕｘでの照度

１６ビット整数１６ビット整数

ＬＰＰＨＯＴ０３：ＬＰＰＨＯＴ０３： ＨＩＧＨレンジ（２００,０００ｌｕｘ）※：ＨＩＧＨレンジ（２００,０００ｌｕｘ）※：
ｌｕｘ/１０での照度（例：３２７８は３２７８０ｌｕｘｌｕｘ/１０での照度（例：３２７８は３２７８０ｌｕｘ
を意味し、分解能は１０ｌｕｘ）を意味し、分解能は１０ｌｕｘ）

ＬＰＰＡＲ０３：ＬＰＰＡＲ０３： μｍｏｌ（ｍμｍｏｌ（ｍ-2-2ｓ-１-１）での光量子束）での光量子束

ＬＰＵＶＡ０３：ＬＰＵＶＡ０３： Ｗ/ｍＷ/ｍ２×１０でのＵＶＡ放射照度×１０でのＵＶＡ放射照度
（例：４２５は４２.５Ｗ/ｍ（例：４２５は４２.５Ｗ/ｍ２を意味し、分解能を意味し、分解能
は０.１Ｗ/ｍは０.１Ｗ/ｍ２）

３

状態レジスタ状態レジスタ
Ｂｉｔ０＝１測定のエラーＢｉｔ０＝１測定のエラー
Ｂｉｔ２＝１設定データのエラーＢｉｔ２＝１設定データのエラー
Ｂｉｔ３＝１プログラムメモリのエラーＢｉｔ３＝１プログラムメモリのエラー

１６ビット整数１６ビット整数

４ 直近４測定の平均値直近４測定の平均値 １６ビット整数１６ビット整数

５

ＬＰＰＨＯＴ０３：ＬＰＰＨＯＴ０３： LOWレンジ（２０,０００ｌｕｘ）※：LOWレンジ（２０,０００ｌｕｘ）※：
μＶでのセンサ信号μＶでのセンサ信号

１６ビット整数１６ビット整数

ＬＰＰＨＯＴ０３：ＬＰＰＨＯＴ０３： ＨＩＧＨレンジ（２００,０００ｌｕｘ）※：ＨＩＧＨレンジ（２００,０００ｌｕｘ）※：
μＶ/１０でのセンサ信号（例：３２７８はμＶ/１０でのセンサ信号（例：３２７８は
３２７８０μＶを意味し、分解能は１０μＶ）３２７８０μＶを意味し、分解能は１０μＶ）

ＬＰＰＡＲ０３：ＬＰＰＡＲ０３： μＶでのセンサ信号μＶでのセンサ信号

ＬＰＵＶＡ０３：ＬＰＵＶＡ０３： μＶでのセンサ信号μＶでのセンサ信号

● ８芯ケーブルＣＰＭ１２-８Ｄ・・・

● ８芯ケーブルＣＰＭ１２ＡＡ８・・・

ＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶ

ケーブル・ピン 機能 色

１ Ｖ出力（－） 赤

２ Ｖ出力・ＵＶＢ（＋） 青

３ 非接続

４ シールド 綱組

５ 電源（－） 茶

６ Ｖ出力・温度（＋） 白

７ アース 黒

８ 電源（＋） 緑

ＤＣ０～５Ｖ出力、ベースおよび水準器付ＤＣ０～５Ｖ出力、ベースおよび水準器付

ＬＰＵＶＢＬＰＵＶＢ ０３ＢＬＡＶ０３ＢＬＡＶ

ＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶ ＵＶＢ域放射照度測定用プローブ、クォーツドームタイプ、ＵＶＢ域放射照度測定用プローブ、クォーツドームタイプ、
ケーブル側メスコネクタ、校正成績書付。ケーブル側メスコネクタ、校正成績書付。

■ＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶのテクニカルデータＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶのテクニカルデータ

■ＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶ

■ご注文コードご注文コード

■シリアル通信シリアル通信

■オプションオプション

※ プローブＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬＳでは、LOWまたはＨＩＧＨレンジがシリアルコマンドで選択※ プローブＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬＳでは、LOWまたはＨＩＧＨレンジがシリアルコマンドで選択
できます。設定方法についてはプローブの取扱説明書をご参照下さい。できます。設定方法についてはプローブの取扱説明書をご参照下さい。

ＬＰ□□０３シリーズには、出力信号の増幅・変換用に、微電圧信号増幅変換器ＬＰ□□０３シリーズには、出力信号の増幅・変換用に、微電圧信号増幅変換器

ＨＤ９７８ＴＲ３/４/５/６が使用できます。詳細はＨＤ９７８ＴＲ３/４/５/６が使用できます。詳細はＰ112Ｐ112をご参照下さい。をご参照下さい。

ＣＰＭ１２ ＡＡ８.ＣＰＭ１２ ＡＡ８. □　ケーブルＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶ用　ケーブルＬＰＵＶＢ０３ＢＬＡＶ用

２ = ２ｍ= ２ｍ

５ = ５ｍ= ５ｍ

１０１０ = １０ｍ= １０ｍ

ＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬＳ ＬＰＰＡＲ０３ＢＬＳ ＬＰＵＶＡ０３ＢＬＳＬＰＰＨＯＴ０３ＢＬＳ ＬＰＰＡＲ０３ＢＬＳ ＬＰＵＶＡ０３ＢＬＳ

ケーブル・ピン 機能 色

１ 電源（－） 青

２ 電源（＋） 赤

３ 非接続

４ ＲＳ４８５ Ａ/－ 茶

５ ＲＳ４８５ Ｂ/＋ 白

６ アース シールド（黒）

７ 非接続

８ 非接続


